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●用　紙：琵琶湖の環境保全活動を支援する寄付金付びわ湖環境ペーパー　
 責任ある木質資源や再生資源を使用したFSC®認証用紙
●インキ：米ぬか油を使用した植物油インキ
●印　刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷
●製造、廃棄に発生するCO₂をカーボン・オフセット済
●CO₂排出量：576.4g/部
●この印刷製品は、環境に配慮した資材と工場で製造されています。
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トップメッセージ

代表取締役社長執行役員

　当社は創業者である加藤彌三二が、����年に飲料水卸業として創業し、地域の小売様とメーカー様をつなぎ、ともに

成長してまいりました。様々な苦難に立ち向かいながら、�代目社長である加藤武雄（現：名誉会長）が、M＆Aを積極的に

進め、常温・低温・酒類・菓子の各カテゴリーの礎を築き、長きにわたり挑戦を続け、事業を拡大してまいりました。そして、

私が�代目社長に就任以降は、グループ経営を推進し、各カテゴリーを安定化させることで連結売上高�兆円を超える

ことができました。当社グループが次のステージへ挑戦し成長するために、デジタル技術やAIを活用した新たなビジネス

モデルの創出や業務の生産性向上・効率化を図る一方で、日本国内の人口減少を見据え海外事業を強化しております。

当社は独立した存在感のある全国食品卸売業としての企業規模を確立するとともに、食を扱う企業として「豊かな

食生活を提供して人々の幸せを実現する」ために、常にお客様に喜んでいただける価値を提供していきたいと考えて

おります。そのために、我々にとってのお客様は誰なのか、そのお客様に対する価値とは何なのかを定義し、我々の強みを

生かしながら、これからもお客様のご要望にお応えし続けてまいります。

加藤産業の軌跡

　私が入社したのは����年で、翌年に阪神・淡路大震災が発生し、卸売業としての使命を感じる原点であり、今につな

がる災害対応の原点にもなりました。当時はバブル崩壊後であり、卸売業の変革期に会社が衰退していくかもしれない

という危機感から、物流管理総合システムの導入等、積極的な投資を行いました。そのような状況もあり、やらなければ

ならないことは明確で、社内にあるリソースや他社の成功事例を踏襲することで解決できる、今思えば分かりやすい

時代だったのかもしれません。一般的に「企業の寿命は��年」と言われますが、今まさに、��年前と似たような変革期を

迎えていると感じております。しかし、当時と比べ世の中の変化が速く、社内のリソースには限りがあり、社外の先進事例

が少ないなかで、目指すべき姿を描きづらい時代になりました。さらに食生活や生活者の購買行動が多様化しており、

リアルとデジタルの垣根がなくなり、小売業の業種・業態を超えた競争が激しくなってまいりました。労働人口の減少や

人件費の高騰、原材料費・エネルギー価格の上昇もあり、先行きが見通しづらい状況でもあります。しかし、卸売業は

変化対応業であり、失敗を恐れず変革していくことが求められます。今後もお客様が求めているものを理解し、それに

お応えできるよう中長期的な投資を進め、我々の機能を充実させてまいります。そして次のステップを見据えて、現状に

問題意識を持って新たなことに挑戦し、従業員とともに変革を実現していく所存でございます。

変革期の到来

　我々は事業活動を通じ、収益拡大を進めるとともに、社会課題の解決が会社の成長につながるというCSVの観点を

持つことが大切だと考えております。これまでも環境保全活動や社会貢献活動を展開してまいりましたが、さらに活動を

広げるため、サステナビリティの基本方針を掲げ、「脱炭素」「フードロス＆ウェイスト」「資源循環」「多様な人財の活躍」

の�つのマテリアリティ（重要課題）の解決を目指しております。明日の食を守り続けるため、当社グループ全体でサステナ

ビリティ活動を展開し、ステークホルダーの皆様とともに、����年の創立���周年を見据え、社会性を有する企業として

永遠の発展を礎き上げてまいります。

豊かな食生活を守り続ける

これからも「皆様から必要とされる会社」で
在り続けるために

�.思考に基く行動をおこす

�.目的意識を持つ

�.新しい常識をつくれ

�.企業内に無駄をなくせよ

�.経営感度を高めよう

�.蓄積の精神

経営信条
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����年～����年～����年����年～����年����年～����年����年～����年����年～����年����年
創業

加藤産業グループのあゆみ

　����年�月��日に、加藤産業が設立されました。終戦直後、飲料水の問屋として発足した加藤商店の営業を継承し、新たなる
構想と抱負の下に当社の歴史が始まりました。設立以来、当社では社是の「生販両層にとって最も価値ある存在」となるべく、今日
まで実績を積み上げてきました。
　今後も皆様の視点に立った安全・安心で価値ある商品を提供し「豊かな食生活」に貢献していきます。

����年
飲料水卸売業 加藤商店を創業
創業者：加藤彌三二

����年
株式会社に改組し
加藤産業（株）を設立

����年
首都圏へ進出（全国展開を開始）

����年
社是制定
チルド部門へ進出

����年
和歌山産業（株）を設立

����年
二代目社長に加藤武雄

（現：名誉会長）が就任

����年
大阪証券取引所市場
第二部に上場

����年
カトー菓子（株）を設立

����年
北海道地区へ進出

（全国展開を完了）

����年
ヤタニ酒販（株）を設立
東京証券取引所市場 第二部に上場

����年
カトーロジスティクス（株）を設立
運送業を開始

����年
三代目社長に 加藤和弥が就任

����年
東京証券取引市場及び
大阪証券取引市場 両市場
第一部銘柄に指定替え

����年
マンナ運輸（株）を子会社化

����年
加藤低温（株）を設立

（現：ケイ低温フーズ（株））

����年
中国の食品卸事業に進出

（広州華新商貿有限公司に出資）

����年
兵庫興農（株）を子会社化

����年
ベトナムの食品卸事業に進出

（Kato Sangyo Vietnam Co., Ltd.を
設立）

����年
三陽物産（株）を子会社化

����年
シンガポールの食品卸事業に進出

（Naspac Marketing Pte. Ltd.を
子会社化）

（株）植嶋を設立

����年
マレーシアの卸事業に進出

（Lein Hing Holdings Sdn. Bhd. を
子会社化）

����年
東京証券取引所市場の
区分見直しに伴い、
プライム市場に移行

����年
上郡工場のジャム類等の製造事業
を（株）グリーンウッドファクトリー

（兵庫興農（株）より商号変更）へ継承

菓子卸売事業の中間持株会社として
加藤菓子ホールディングス（株）を
設立

����年
関西ピーナツバター（株）を設立

（のちの「カンピー食品工業（株）」）

カンピー発売
関西ピーナツバター（株）より
“カンピー”ブランドが誕生
ピーナッツバター

（袋タイプ）発売

����年
カンピーちゃん誕生

����年
カンピージャム生産開始

����年
上郡工場を開設

����年
乾物事業部を開設（現：乾物部）

����年
ペズロの輸入開始

����年
健康食品ブーム、味や香り等
本物志向の高まる
時代背景のもと、
GREEN WOOD※が誕生
果実缶詰シリーズ発売

※����年に『カンピー ザ・プレミアム』へ
　ブランド移行

����年
GREEN WOOD※

手造りジャム
発売

����年
カンピー
紙カップジャム
発売

����年
プロッシモ発売

����年
ムッティの輸入開始

����年
女性社員による商品開発チーム

「西宮なでしこプロジェクト」発足

����年
カンピー
ピーナッツバター

（種子島産粗糖使用）発売

����年
ベルトーリの
輸入開始

����年
カンピー ザ・プレミアム発売

誕生��年を記念して
カンピーちゃんリニューアル

事
業
拡
大

自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
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上海加産貿易有限公司
深圳華新創展商貿有限公司

中国

Toan Gia Hiep Phuoc Trading
Co., Ltd.（TogiCo）

Nam Khai Phu Service
Trading Production Co., Ltd.

Kato Sangyo Vietnam Co., Ltd.
Song Ma Retail Co., Ltd.

ベトナム

Lein Hing Holdings Sdn. Bhd.
Kato Sangyo Malaysia Sdn. Bhd.

Merison（M）Sdn. Bhd.

マレーシア

Teo Soon Seng Pte. Ltd.
Naspac Marketing Pte. Ltd.

シンガポール

常温 低温 酒類 菓子 海外

KATO SANGYO GROUP

加藤産業グループ概要

常温流通事業（菓子流通事業含む）　
加藤産業（株）   加藤菓子ホールディングス（株）   カトー菓子（株）  （株）植嶋

　当社は、家庭用食品をはじめとする常温流通事業を主力としています。
「店舗に行けば商品がある」という日常的な風景を通じて、生活者の皆様に

安心感を与えられる企業であり続けるために、小売業、メーカーを含めた食品
流通が機能するための１つの柱として、その役割を果たしています。

営業収益：�,���億円

海外事業

　当社グループは、独立した存在感のある卸売業としての企業
規模を確立するとともに、次代の成長を見据えて一層の機能強化
を図るため、特に経済成長に伴い小売市場が拡大するアジア地域
において食品流通事業の展開と構築を進めてきました。
　今後も海外事業を成長戦略の一つとして位置づけ、より一層の
事業展開の強化を図り、企業価値の向上に取り組んでいきます。

営業収益：���億円

低温流通事業　ケイ低温フーズ（株）

　低温事業に特化したケイ低温フーズでは、冷凍食品をはじめ、
チルド、日配食品、総菜部門等の分野で、近畿圏及び首都圏にて
低温流通サービスを提供しています。生活者のライフスタイル、
食に対する安全・安心への意識の変化から、低温食品及びフード
サービス分野における中間流通業の役割は一層重要性が増す
なか、専門卸売業としてサービスレベルの向上を図っています。

営業収益：�,���億円

酒類流通事業　三陽物産（株）   ヤタニ酒販（株）

　ヤタニ酒販では、近畿地区を基盤に、ビール・清酒・焼酎・
洋酒など全酒類を取り扱っています。また、三陽物産では、

「酒のプロフェッショナル」として、常に生活者の目線で、
高品質な商品・多様な飲用シーンを提案し続けています。
両社を両輪として、酒類流通事業を展開しています。

営業収益：�,���億円

物流事業　マンナ運輸（株）   カトーロジスティクス（株） 製造事業　（株）グリーンウッドファクトリー   和歌山産業（株）

����年 中国の食品卸事業に進出
 （広州華新商貿有限公司に出資）

����年 深圳華新創展商貿有限公司に出資
����年 海外事業推進部を設置
����年 海外食品卸事業に関する投資会社を設立
 （加藤SCアジアインベストメント（株））

����年 ベトナムの食品卸事業に進出
 （Kato Sangyo Vietnam Co., Ltd.を設立）

����年 シンガポールの食品卸事業に進出
 （Naspac Marketing Pte. Ltd.を子会社化）

����年 ベトナムの食品卸売企業を子会社化
 （Toan Gia Hiep Phuoc Trading Co., Ltd.（TogiCo））

����年 マレーシアの卸事業に進出
 （Lein Hing Holdings Sdn. Bhd. を子会社化）

����年 上海加産貿易有限公司を設立
����年 マレーシアの卸売企業を子会社化
 （Merison （M） Sdn. Bhd.）

����年 ベトナムの食品卸売企業を子会社化
 （Song Ma Retail Co., Ltd.）

����年 マレーシアに地域統括会社を設置
 （Kato Sangyo Malaysia Sdn. Bhd.）

����年 ベトナムの食品卸売企業を子会社化
 （Nam Khai Phu Service Trading Production Co., Ltd.）

����年 シンガポールの食品卸売企業を子会社化
 （Teo Soon Seng Pte. Ltd.）

海外事業の展開

加藤産業グループ

�兆�,���億円／���億円
（����年�月期）

連結営業収益／親会社株主に帰属する当期純利益

収
益
拡
大

機能充実・事業拡大

常温流通事業

低温流通事業

酒類流通事業

菓子流通事業

海外事業

　当社設立以降、常温流通事業を基盤としながら、自社ブランド商品の製造・低温事業・酒類事業へ、カテゴリーを
拡大してきました。近年では、菓子事業の展開にも注力しています。さらに、日本国内の人口減少が進むなか、海外
事業の強化を図っています。また、物流事業や食品製造業を担う関係会社により、グループ全体の機能を高めており
ます。
　当社グループではダイバーシティ＆インクルージョンを推進しています。グループミッション・ビジョンに基づき、
各社が有する多様な能力と機能を最大限に発揮することで、グループ全体の成長を目指しています。
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脱炭素

マテリアリティへの取組み

　当社グループは、サステナビリティに関する取組みのマテリアリティ（重要課題）の一つとして「脱炭素」に取り組んでいます。����年
までに、CO�排出量を����年度比��％削減するために自助努力の活動を中心に実行しています。

フードロス＆ウェイスト
　当社グループは、サステナビリティに関する取組みのマテリアリティ（重要課題）の一つとして「フードロス＆ウェイスト」に取り組んで
います。����年度は、自助努力の活動に加え廃棄食品の有効活用を開始しました。

　どうしても発生してしまう食品廃棄に関して、����年度より一部の
事業所にて食品廃棄物からバイオガス発電を行う産業廃棄物処理
業者への切り替えを開始しました。
　バイオガス発電とは、食品廃棄物や汚泥、家畜糞尿等の湿分の高い
原料をメタン発酵によりバイオガスを発生させて、それを燃焼させる
ことで生じた高圧の蒸気により、タービンを回転させて発電する方法
のことを指します。 
　今後も、エリアごとに環境に配慮した処理方法を行う産業廃棄物
処理業者との連携を深め、廃棄せざるを得ない食品の有効活用を
進めてまいります。

　当社では、家庭で保管されたままになっている食べ物を持ち寄り、まとめてフード
バンクに寄贈する「フードドライブ」を年に�回（�月・��月）実施しています。会社
として実施しているフードバンク活動への協力だけでなく、従業員にも自ら参加
していただくことで、食品ロスに対する意識を醸成することを目的としています。
　集まった食品は、フードバンク関西様に寄贈し、その後福祉団体やこども食堂、
ひとり親家庭等に無償で配布されています。
　����年度から本格的に開始し、従業員の食品ロスに対する意識が徐々に向上
しています。

フードドライブ

創エネルギー
全国９事業所に
太陽光発電システムを設置し、
再生可能エネルギーを
創出しています。

廃棄食品の有効活用

　商品の発注担当者向けに、需要予測システムに関する
研修を実施することにより、在庫管理レベルの向上を図り、
滞留在庫や過剰在庫の削減に取り組んでいます。

研修の実施
　商品の仕入や在庫管理に責任を持つユニットマネージャーを
対象とした会議において、各所属の現状の取組み内容・成功事例
を共有し、その内容を踏まえた取組みの報告を行っています。

成功事例の共有による取組みの強化

当社物件の照明設備に
関して、LED照明への切り
替えを完了しています。

LED照明の設置

社有車について、
EVカーの導入を
推進しています。

EVカーの導入
室外機及び設置場所
に 遮 熱・断 熱 塗 装 を
施工し、室外機の負荷
を軽減し、省エネに取り
組んでいます。

空調設備の制御
設置後��年以上経過している空調機等を最新の
機種に変更することにより、空調機使用に関わる
CO2排出量の削減に
取り組んでいます。

空調設備の更新

工場や物流センターの屋根に第三者資本による太陽光発電設備を
設置し、CO2フリー電力を使用するスキームの拡大を進めています。
現在は、高知南国センター及びグループ会社の（株）グリーンウッド
ファクトリーの屋根に設置を完了しています。

自家消費型太陽光発電設備の設置

火力発電の割合が低い電気事業者を
選択することで、CO2排出量の削減に
取り組んでいます。

再エネ等の電源由来の割合が高い
電力の使用

従業員へのマインド醸成を目的とし、各事業所へ
カーボンオフセット自動販売機の導入を進めて
います。

カーボンオフセット自動販売機の設置
本社南館では、建築物省エネルギー性能の
評価であるBELSにて、最高評価の�つ星
ランク評価を受けています。

建築物に対する認証の取得

最大需要電力（デマンド値）
を抑えるシステムを導入す
ることで、省エネに取り組ん
でいます。

デマンド監視
システムの導入

埼玉羽生センター発電所
鶴ヶ島センター発電所
静岡支店発電所

北近畿支社発電所
南港流通センター発電所
泉佐野センター発電所

河内臨空センター
発電所

北野センター発電所
宮崎営業所発電所

����年度設置
����年度設置

環境マネジメントシステム
国際規格ISO�����認証取得の維持

　当社グループでは、「加藤
産業グループ環境方針」に
沿った環境保全活動を実施
することにより、持続可能な
社 会の構 築を目 指してい
ます。そのために、国際規格
であるISO�����に基づく
環境マネジメントシステム
を構築しています。

▲食品由来の廃棄物等を原料としてメタン発酵を行い、発生した
　バイオガスを燃料にバイオガス専焼発電機で発電する仕組み

Corporate Sustainability Data
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